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地域文集を教材とした「書くこと」の指導研究

-「生活文」指導の再考—
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-The unit of instruction to write short stories based on what pupils imagined by students -
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はじめに

「生活文」は、戦後の作文教育において、数

多く産出され、集積されてきた文章の一つであ

る。「作文」と言えば「生活文」を中心とした

文章表現活動を思い浮かべるのが一般的であっ

たと言ってもよいだろう。しかし、近年、自己

表出よりも論理性•実用性に対応した文章が重

視されるようになり、平成 10年小学校学習指

導要領からは「作文」の語が消え、教科書教材

にも「生活文」以外の文章がその大半を占める

ようになっている。

その一方で、地域文集に掲載される文種には、

依然として生活文が大きな割合を占める傾向が

見られる。地域文集は、その地域の「書くこと」

の学習指導の実状を知る一つの手がかりとなる

ものであることを考えると、学習指羽要領と現

場における「書くこと」の学習指導の問にある

種の圃踊が生じていることが推察される。教科

書教材において多彩な文種が扱われれば扱われ

るほど、生活文を取り上げる機会は減ると考え

るのが妥当であろうが、児童は生活文を書き続

することによって、教師の指導力向上を図ると

ともに、児童の書く能カ・意欲の向上を目掛け

ている。この指導法は、現職教貝のみならず、

小学校教員を目指す学生も修得すべきプログラ

ムとして本学教職科目「国語科教育」 (2年次

履修）に位置づけているものである。

1 地域文集の意義と課題

文集は、表現学習をした結果の産物として、

児童生徒が作ったさまざまな文種の文章を集

め、特定の編集意図のもとに編集し、印刷し、

発行したものである。地域文集は、市区町村・郡・

都道府県などを単位として、それぞれの地域の

児童生徒の作品を集め、各地域の代表教師が編

集委員となって編集し発行したもので、その地

域の作文コンクールや読書感想文コンクールな

どに入選した作品を中心として構成してある。 I)

本稿においては、筆者が従来から研究対象と

している千葉県千葉市地域文集「ともしぴ」を

使用した。「ともしぴ」誌は、千薬市教育委員会、

千葉市小学校国語主任会、千葉市教育研究会国

けているためである。 語部会が編集発行している。作品の選出、編集

本稿では、小学校下学年における生活文の指 作業、作品の解説等の中心は、各校の国語主任

導について再考し、新たな指導法を提案する。 である。創刊は 1955年、編集方法や文集の形

地域文集を素材として取り上げ、これを教材化 態等に改良を重ね、現在は、小学校低・中• 高
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学年、中学校の 4分冊となっている。 2)

「ともしぴ」誌は、創刊以来ほぼ途切れるこ

となく発行され、収められている文章のジャン

ルも広い。募集の方法は何度かの変更を経てい

るが、学校規模に応じた応募点数が定められて

おり、各学年・学級から優秀作品が寄せられる

傾向にある。各担任がその年度内に書かれた作

品の中から選んで応募することを考えると、掲

載と国語科授業における実践の相関関係は十分

にあると判断できる。もちろん、「ともしぴJ
誌のみの傾向が国内の作文指導の傾向と同一で

あるとは言えないが、その傾向をつかむ一つの

指様となりうると考える。

吉永 (2016)は、「文集のよさ」として、教

師が期待するものを超えて児童自らが進んで書

き合い読み合うこと、文章を読む過程で友達を

理解すると共に、話題を広げ、課題について考

えるようになり、学級づくりや授業づくりに役

立つことを挙げている。”掲載作品を鑑鉗する

ことにより、今後の表現活動に取り入れたり、

活用すべきことがらを発見したりさせ、児童

個々の主体的な表現活動を充実させることがで

きることから、だれしもその価値を認めるもの

であろう。

しかし、大内 (1996)は、文集を〈作文学習

書〉〈作文指慈書〉として機能させるための方

法論の検討は、従来、断片的になされてきてい

るが、必ずしも十分とはいえない、と指摘して

いる。 4)大内の指摘からすでに 20年が経過し

ているが、地域文集の編集・活用については低

下の一途をたどっていると言わざるを得ない状

況である。ここで、その現状と課題を考えてみ

たい。

まず、活用する側として、地域文集の中心的

な読者である児童は、この文集をどのようにと

らえているだろうか。千葉市の場合、地域文集

は希望者に頒布する形をとっている。学校や学

級によっても多少異なるが、購入数は決して多

くなく、手間をかけて作られた文集であるにも

かかわらず、児童にとっては読む目的・必要の

喚起されない存在になっていることが考えられ

る。学習指導においても、教師が地域文集を教

材として積極的に活用しようとする意識は希薄

である。

また、編集する側としては、教職経験年数の

浅い国語主任の増加に伴って、掲載作品の評価

が難しくなっていることが挙げられる。各学級

から寄せられる応募作品のレベルの維持もまた

大きな課題である。学習指導要領の改訂に伴っ

て、掲載する作品の文種の広がりにどのように

対応するのがよいか、という問題もある。

これらは「ともしぴJ誌に見られる課題であ
るが、「書くこと」の定着状況、若手教員の増

加等はどの地域にも共通する傾向であることか

ら、多くの地域文集もまた同様の閉塞的な課題

を抱えていると考えることができる。地域文集

の活用を図り、価値を再認識できるようにする

ことが必要であり、それを好循現への第一歩に

つなげることが望まれる。

2 「生活文」の学習指湖の実態

「沓くこと」の指慈については、平成 10年小

学校学習指慈要領からその内容や題材が論理的

な文章、実用的な文章に重点が置かれるように

なった。 5)現行学習指導要領においては、報告、

記録、手紙、メモ、物語、随箪、詩、短歌、俳

句、学級新聞など、さまざまなタイプの文章を

害く活動が言語活動例として示されているが、

生活文、日記、感想文を嘗く活動については特

に取り上げられていない。 6)学校現場での授業

実践を見る限りでは、かつては「書くこと」の

中心であった生活文の指導について、その位置

づけが曖味になったままであると言わざるを得

ない。

現行小学校国語科教科害（第 3学年）を比

較してみると、「書くこと」の単元（題材）は（表

1)のようになる。 7)
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（表 1)小学校国語科教科t!F(第 3学年）における「t'fくこと」の単元（題材）

出版社 生
物 報 新 説 紹 手

そ
及び 単元（題材）名 活 詩

匡g口 告 聞 明 介 紙
の

上下巻 文 他

「発見ノート」を作ろう Oc取材）

上
理由やれいをあげて説明しよう生き物のとくちょうをくらぺて匹こう

゜A いろいろな手紙を書こう

゜社 調ぺたことをほうこくしよう見学したことむaらせよう

゜はっとしたことを詩に書こう

゜下
中心場面を明らかにして嘗こう強く心にのこっていることを

゜上
ざいりょァを集めて、ほうこくする文章を書こう気になる記号

゜気持ちがつたわる手紙を魯こう「ありがとう」をつたえよう

゜B れいをあげてせつめいしよう食ぺ物のひみつを教えます

゜社 下
組み立てにそって、物語を嘗こうたから島のぼうけん

゜本で鯛ぺて、ほうこくする文章を書こうことわざについて細ぺよう

゜三年生をふり返ろうわたしの三大ニュース

゜自分をしょうかいしよう

゜上 関ぺて書こう、わたしのレポート

゜心にのこったことを

゜C 人物を考えて書こう

゜社 案内の手紙を嘗こう

゜下 気持ちを百葉に

゜理由が分かるように書こう

゜「わたしのペストブック」を作ろう 〇（評価）

書き方•まとめ方文章のまとまりと分かりやすさ 〇（改行）

上 手紙を書こうあんないじょうを書こう

゜D 知ろう・つたえよう見てきたことを新聞にまとめよう

゜詩を嘗こう見たこと、感じたこと

゜社 話を作ろう写瓦が動きだす—写真から物語を作ろう—

゜下
書き方•まとめ方考えを広げよう、まとめよう 〇（題材）

国ぺたことをほうこくしよう遊びをくらぺよう

゜あんないの手紙を書こう

゜中心をはっきりさせて雹こう自分を見つめて

゜E 通 何をしているのかな

゜つたえたいことに合わせて書き方をくふうしようこんなやり方をおすすめします

゜社 年 組み立てを考えて書こうクラスのことを関ぺよう

゜くふうして楽しく書こうカルタを作ろう 0(カルタ）

続む人のことを考えて、つたえ方をくふうしよう三年生は楽しいよ

゜
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全般的に、生活文を積極的に扱っているとは

言えないが、生活文を何らかの形で残している

教科書も、生活文をまったく導入していない教

科沓もあるという事実が、「生活文」の位置づ

けの曖昧さを如実に物語っている。

では、実際の教育現場では、生活文をどの程

度取り上げているのだろうか。（表2)は、「と

もしぴ」誌（平成26・27年度、第 3・4学年）

に掲載された作品数を、文種別にまとめたもの

である。

（表 2)「ともしぴJ誌掲載作品数〈文種別〉

＼ 
第3学年 第4学年

27年度 26年度 27年度 26年度

掲載作品数 75 74 75 69 

生活文 30 30 31 30 

学校のこと (16) (12) (19) (17) 

家族・友達のこと (5) (3) (6) (1) 

生き物のこと (1) (4) (2) (1) 

体験したこと (8) (11) (4) (5) 

記録文 2 4 1 1 

説明文 10 6 ， 7 
報告文 5 10 19 11 

意見文

゜゜゜
2 

日記文 4 2 3 3 

創作文 14 7 2 8 

手紙文 4 10 4 1 

短作文 6 5 5 5 

発表原稿

゜゜
1 1 

さらに、同誌（平成 27 年度•第 3·4 学年）

の巻末には、「みなさんの作品を読んで」とい

うタイトルで次のような文章が掲げられてい

る。

…今年度の三年生の作文に多く寄せられたの

は、創作文でした。新しい教科書の内容で、続

き話を書いた子が多かったようです。元の物語

のいちばん大事な場面を思いえがきながら、登

場人物の性格をしっかり引きついで書かれた作

品が多く、立派でした。生活の中で味わった感

動や、自分ががんばってやりとげたことなどを、

いきいきと書いた生活文も多く見られました。

自分の思いがしっかりと書かれた作品に魅力を

感じました。

四年生の作文に多く寄せられたのは、生活文

でした。身近な出来事を題材にし、自分の心の

動きや思いを見つめて、表現豊かに書かれた作

品が多く見られました。また、校外学習で興味

をもったことについて書かれた報告文も多く寄

せられました。 8)

こうした例から、学習指尊要領に「書くこと」

のあり方がどのように示されていても、生活文

はおそらくどの学年でも指導されているであろ

うことが推察される。すべての学年で生活文を

書く指尊を行い、そこに教科書教材で扱われて

いる文種を加えていく、という発想が現在の多

くの教室で行われている「書くこと」の学習指

慈の実態であると考えられる。

ところで、「生活文」については、昭和26年

「小学校学習指導要領国語科編（試案）」に「8

常生活を基盤とした生活文を書く」「日常生活・

行事・季節を主題とした生活文」など、「生活文」

という語が登場する。 9)以来、「生活文」につ

いては、例えば次のような解説がなされてきた。

子どもが生活の中で経験するさまざまな事象

をとらえ、その事実や、事実について感じたり

考えたりしたこと等を自分なりの言葉で記述し

た文章。自己表現の作文の一つで、社会的実用

性には直結しない。生活文は、文章表現力の基

礎を培うという見地から小•中学校、特に下学

年段階ほど重視される。また、自己表現である

ところから豊かな心情や思考力の育成を目ざす

内面的な耕しにも役立てられる。

…（略）…（生活文には）多様な形態が混在

し、文種的にも未分化である。生活文の表現に

は、叙事・描写・説明・報告• 感想・意見など

さまざまな形態が入り混じっていてジャンルの

面から見ると漠然としている。しかし、このこ
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とは、生活文があらゆる文章表現活動の基礎を

内包しているということである。したがって、

生活文を自由自在に書けるようにすることは、

やがて他のあらゆる種類の文章を書く力に発展

するとして大切にされる。 10)

このように、生活文の非実用性や重点的に導

入すべき学年があることなどの留意点に言及し

ながらも、その指導の意義、必要性について述

べられている場合が多い。そこでは、生活文が

あらゆる文章を書く上での基礎となるという考

えが強調されている。 11)

ここで、現行学習指甜要領に基づく「書くこ

と」の指甜に立ち返ると、生活文のかわりに「書

くこと」の基礎をどのような文種によって育て

るのか、あるいは、身近な経験や気づき、思考

を深めるためにどのような書く場を設けていく

べきなのか、という問題が浮き彫りになってく

る。多くの教師はこうした点に困惑しながら、

消極的な扱いとなっている生活文の指導を続け

ているものと考える。

かつては、行事の翌Hに原稿用紙を配布して

作文を書かせるだけの指導や、「思ったことを

自由に書く」などと放任している指慈が散見さ

れたものである。これらは、「生活文」という

文種を扱っていることが問題なのか、明確な指

導の意図に欠けていることが問題なのか、改め

て問うまでもないことであろう。こうした「指

尊」は、学習指導要領の改訂を待つまでもなく

淘汰されてしかるべきであるが、生活文そのも

のの価値、意義と混同すべきではない。すなわ

ち、生活文指導は、実用文に比べて書く目的や

相手が明確に持たせにくいなどの理山から、そ

の扱いが軽くなりつつあるが、作文力の基礎を

総合的に育むためだけでなく、児童の人間的な

成長を支えていくためにも、その扱いを疎かに

すべきではない。特に、「書くこと」と生活と

が未分化である小学校下学年段階においては、

「生活文」の学習指導に対して懐疑的、消極的

になる必要はなく、むしろ、生活文の学習指導

を改普し、その意義を今一度見直すべきである

と考える。

3 地域文集を教材化し、単元を構成する

「地域文集の教材化」と言うと、作品の文章

構成や表現上の工夫等を手本にして、同じよう

な作品を害くという活動がまず想像される。し

かし、文集掲載作品の内容や表現方法に心打た

れたとしても、それが文集の読者の文章表現力

として且P座に反映されるとは考えにくい。題材
を集める期間や、宵こうとする意欲の醸成も欠

かせないためである。文章表現の即効的な手本

とするのではなく、地域文集に関心を向けてい

ない児童に、まずは手にとって読むこと、読ん

でみたら意外に楽しいと感じることを体験させ

ることが第一である。また、文集を読むことは、

教師側にも求められることである。地域文集と

いう「素材」に向き合い、児童の文章を鑑牧し

てその魅力を実感することが不可欠であり、単

元構成にあたっても、それぞれの文章の魅力を

共有するという発想が不可欠である。

こうした考えに基づき、本稿で報告するのは、

以下のような単元の実践である。

まず、児童個々に地域文集「ともしぴ」を一

冊ずつ持たせ、共感できる作品（生活文）に出

会えるよう存分に読み没るところから学習を始

める。その上で、作品の内容への共感、共感を

支える表現について考察し、作品の作者に実際

に手紙（ファンレター）でその魅力を伝えると

いう流れである。 12)

本単元の特色は、地域文集（生活文）を教材

とすることによって多様な表現内容・表現方法

にふれ、異なる文種である手紙文として言語化

するという学習活動を中心としている点にあ

る。他の文種における「記述前の指慈」に比べ、

生活文のそれは観点が絞りにくく定着させにく

い難しさがある 13)が、ここでの指導は、次に

生活文を書く際の「記述前の指導」として機能

することが期待できる。
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以下は、小学校第 3学年における学習指導

事例である。 14)

(1)単元名

『ともしぴ」の作者にファンレターを書こう

(2)単元の目標

0 「ともしぴ」を読んで多彩な作品にふれ、
作品のよさを見つけたり、自分の文章表現

に生かしたりしようとすることができる。

0 「ともしぴjの作者にあてて、自分なりに
とらえた作品の魅力を伝える手紙を書くこ

とができる。

O題名、嘗き出しなどの観点をもって作文を
読み、表現の工夫について理解を深めるこ

とができる。

(3)単元の指湖計画（全6時間）

第一次学習の見通しをもつ。 (1時間）

「ともしぴ」の中からー作品を取り上げ、

その魅力や共感したことなどについて話し

合う。

第二次 一人一冊ずつ「ともしぴ」を読んで、

お気に入りの作品を見つける。

(2時間＋課外）

・「ともしぴjを教材として、作品の評価

をしながら読む。 (1+課外）

・いちばんのお気に入りの作品について、

作品の魅力を構成表にまとめる。 (1)

第三次 「ともしび」の作者にファンレター

を書く。 (3時間）

•手紙文の構成にそって作品の魅力を書く。

友達とお気に入りの作品を紹介し合う。

(2) 

・推敲し、便箋に清書する。作者（作者の

在籍校）に送る。 (1)

ここに示したのは、小学校第 3学年児童に

対する指慈計画であるが、教職科目「国語科教

育」においては、「ともしぴ」を読んで児童の

書く能力の実態を把握し、実際にファンレター

を書いてみるようにさせた。これは、実作を通

して指導すべき内容を明らかにすることを意図

したものである。また、こうして生まれた教師

作品は、実際の学習指導において「モデル作品」

として大いに活用できることから、「書くこと」

の教材研究として位置づける必要がある。

(4)作品例（受講生A:原文は縦書き）

秋をむかえ、ようやく長そでの服が登場する

ようになりました。

はじめまして。私は、 00小学校三年のAと
いいます。

私たちは、国語の時間に「ともしぴ」を読ん

で、お気に入りの作品を見つける学習をしまし

た。私は、 Kさんが書いた「二つの初体けん」

がいちばんいいなあと思いました。そのことを

Kさんに伝えたいと思い、手紙を書くことにし

たのです。

いいなあと思った一つ目は、体の調子が悪く

なっていても、インフルエンザだとはしんじた

くない気持ちがよく伝わってきたところです。

「おどろいたことに」「とてもショックでした」

という表現から、自分だけはインフルエンザに

かからないと思っていたのに、思いがけずかか

ってしまった、というざんねんな気持ちが伝わ

ってきました。

二つ目は、体の様子の変化がわかりやすく苔

かれているところです。「急に体が動かなく」「顔

があつく」などから、体調が悪くなったときの

様子を思いうかべることができました。でも、

「明日は学校に行けるだろう」と思っているK

さんは、いつも元気いっばいなのでしょうね。

三つ目は、 Kさんのせいかくがとてもよく伝

わってきたところです。「おれはインフルエン

ザになんてならないぜ」「おう、なかなかいい」

などから、 Kさんは細かいことにこだわらない

大らかな人なのかなあと思いました。でも、読

害好きでふとんをきちんとたたもうとする、「し

っかり者のお兄ちゃん」のすがたもそうぞうす

ることができました。

私がインフルエンザにかかったときは、 Kさ

んと同じけいけんをしましたが、具合が悪いの

に一人でねるのは心細かったのを覚えていま
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す。 Kさんのようにいつも楽しいことを見つけ

ようとしている人にとっては、インフルエンザ

も意外に楽しいできごとだったのかもしれませ

んね。

Kさんの作文を読んで、かざった言葉ではな

く、いつもの自分の言葉で文章を書けばこんな

に楽しい作品になるんだということに気づきま

した。こんなにすてきな作文を害いてくれてあ

りがとう。私も、 Kさんのように、自由にのぴ

のびと文章を害いてみようと思います。

（後付けは略）

(5)考察

受講生Aが選んだのは、「二つの初体けん」

という、初めてインフルエンザに罹り、弟たち

と離れ初めて一人で寝ることになった経験を題

材にした生活文である。 Aは、この生活文の魅

力を大きく三つにまとめ、最後に自らの体験を

記述している。このように、児童の言語活動を

指導者（受講生）が前もって行うことが重要な

教材研究であり、こうした児童の側に立った教

材研究によって指導事項を明確に把握すること

ができるようになるのである。

Aは、ファンレターを実作した教材研究につ

いて、次のような感想をまとめている。

0地域文集は私の学校にもあったが、今まで興

味をもったことはまったくなかった。でも、子

どもの日常生活がよくわかり、こんなにおもし

ろい読み物だったんだと今頃気づいた。作文を

たくさん読むと、その作品のよさが見えてくる

という先生の話にも納得できた。どの作品も個

性がよく表れていて、ものの考え方も言葉の使

い方もこんなに違うのかと驚かされた。「うま

＜害けている」とか「下手だ」というような見

方ではなく、それぞれの作品のよさがわかる目

を持つことができるようになりたい。

0 「ファンレター」を授業で害くことに違和感

があったが、害いてみると、この手紙はすばら

しいところをたくさん伝えるわけだから、確か

に「ファンレター」だなと思った。私は、書き

手の性格まではっきりわかるような、素直な会

話文がこの作品のいちばんの魅力だと思う。作

品のすてきなところを見つけて相手に伝える、

という活動は、子どもの文章を書く力だけでな

く、相手を認める心を育てることにもつながる

だろう。

平成28年度「国語科教育」受講生に、「教職

に就いた場合、最も指導が難しいと思う領域」

を問うたところ、約 6割が「書くこと」を挙

げていた。漠然として何を指祁すればよいかわ

からない、教科書教材が少なく頼るものがない、

自分自身が書くことが苦手、などが主な理由で

ある。「書くこと」の指導に不安を感じていな

い受購生は、「発問や板書等を綿密に計画しな

いと授業が進まない「読むこと」などに比べ、「書

くこと」は発問や指示が多少ずれていても児童

が書き進めてくれると思う」のように、「放任

的な指導」で事足りると安易にとらえている傾

向も見られる。「書くこと」の重要性がますま

す高まる中、教職課程にある学生のうちに、「書

くこと」の学習指浮への意識、意欲を喚起して

おくことが望まれる。

効果的な「書くこと」の学習指郡の基礎とし

て最も重視したいのは、児童の作品を的確にと

らえることである。児童の作品に評語を入れる、

あるいは書いたものを学級で読み合うといった

指導を行おうとする場合、指導者に必要なのは

作品個々の価値をとらえることであり、それが

的確になされなければ具体的・効果的な助言を

行うことはできない。その際には、意欲・態度、

思考・ 認識（ものの考え方、認識方法、表現意

図）、表現技能（構成、書きぶり、表記）等に

目を向け、児童個々がそれを書くに至った過程

や心理を推し龍ることも必要である。こうした

素地を養うためにも、教職課程にある時期から、

地域文集等を通して数多くの児童作品にふれる

ことが重要である。
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終わりに

本稿では、地域文集の掲載作品において大き

な割合を占める生活文に焦点を当て、その作者

にあてて手紙を書く学習指浮の実践について述

べてきた。これは、長期にわたって受け継がれ

ている子どもの言語文化の一つである地域文集

の利活用についての提案であり、生活文の指慈

法改普についての提案でもある。地域文集とい

う容れ物とその中心的内容である生活文とが相

乗的に働き、児童の「害くこと」を活性化させ

ることを意図したものである。

この実践は、一校の取り組みにとどめず、交

流の範囲を広げることにより、「地域文集」の「地

域」の価値がより強調されるようになるだろう。

すなわち、その文集を手にする同じ地域の児童

間で作文をめぐって交流する、あるいは異なる

地域間で文集を交換して交流するなどの実践に

よって、互いの生活を知り、認め合う格好の機

会とすることが期待できる。「書くこと」や地

域文集への関心が高まることは言うまでもな

ぃ。地域の児童のことばと生活を盟かにするべ

く、地域文集のあり方、活用について今後も検

討を重ねる必要がある。
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